
名所江戸百景
　鉄砲洲稲荷橋湊神社

（中央区立郷土資料館蔵）

江戸切絵図　霊岸嶋八丁堀日本橋南絵図　全
（中央区立郷土資料館蔵）

会　場 本の森ちゅうおう 1階 多目的ホール（中央区新富1-13-14）
対　象 区内在住・在勤者 参加費 無　料定　員 80名（申し込み多数の場合は抽選）

中央区文化・国際交流振興協会
〒104-0041　中央区新富1-13-24 新富分庁舎3階
電 話：03-3297-0251
U R L：https://www.chuo-ci.jp/

8月31日㈭ 【必着】までに、返信用の宛名欄に〒・住所・氏名を記入した往復はがき
（1人1枚限り）に　①文化講座　②氏名・ふりがな　③〒・住所　④電話番号　⑤年齢
⑥在勤の方は　勤務先の名称・所在地・電話番号　を記入して申し込む。
（裏面の記入例を参照してください。）
※全3回の連続講座のため、全回ご参加いただける方のみ、お申し込みください。
※料金不足の往復はがきは返却します。また、申込み要件不備・重複申込み・必着日を
過ぎた申込みは無効となります。

申　込　方　法 主催・申込み・問合せ先

中央区立郷土資料館
中央区立京橋図書館協　力
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そ
ん
な
水
運
が
縦
横
に
走
る
百
万
都
市
江
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の
半
分
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上
が
武
家
地
・
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社
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し
た
。

残
り
の
町
人
地
こ
そ
が
時
代
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の
表
舞
台
で
、
中
央
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が
そ
の
中
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で
す
。

庶
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
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な
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が
集
ま
り
、
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に
し
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全
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。

そ
こ
で
、
江
戸
に
詳
し
い
方
を
お
招
き
し
て
、

お
な
じ
み
の
八
丁
堀
を
軸
に
下
町
の
実
像
と
文
化
を
探
り
ま
す
。

一
歩
進
ん
だ
時
代
小
説
の
読
み
方
を
学
び
、

地
図
を
片
手
の
ま
ち
歩
き
が
一
層
楽
し
く
な
る
よ
う
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

10月5日㈭ 18:45～20:15

講師：幕末・新選組ライター　伊東 成郎

「八丁堀・七不思議のあった町
 ～水路がもたらす江戸の賑わい その名残りをたどる～」

第
１
回

第
２
回

10月12日㈭ 18:45～20:15

講師：江戸文化研究家、早稲田大学エクステンションセンター講師　菅野 俊輔

「町人自治と大江戸警視庁
 〈与力・同心〉が守る庶民の暮らし
 ～十手・捕縄が及ばぬ世界もあった～」

10月26日㈭ 18:45～20:15第
３
回

講師：文芸評論家　縄田 一男
「捕物帳に見る庶民の夢」

全3回

〜
時
代
小
説
、時
代
劇
の
中
心
地
〜

令和５年度 文化講座

江
戸
の
暮
ら
し
と

　 
八
丁
堀
に
迫
る

中央区民カレッジ
連　携　講　座
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①文化講座

②氏名・ふりがな

③〒・住所
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⑤年齢

⑥在勤の方は勤務先の名称・
　所在地・電話番号をご記入
　ください。

（料金不足の往復はがきは返却します。
また、申込み要件不備・重複申込み・
必着日を過ぎた申込みは無効となります。）
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宛

1957年、東京都生まれ。以後現在まで中央区旧新富座跡地前に在住。暁星学園、明治大学卒業。祖父が1909年に現居住地に写真館を開
業。2013年に店舗を閉じる。中央区江戸開府四百年記念事業検討委員会委員。主に幕末関連の著述や研究を行なう。
主な著書に『新選組2245日の軌跡』（新潮文庫）、『斎藤一 京都新選組四番隊組頭』（河出書房新社）、『江戸・幕末を切絵図で歩く』（PHP）
などがある。

伊東 成郎（いとう せいろう）
幕末・新選組ライター

江戸文化研究家、時代考証家、早稲田大学エクステンションセンター講師。
1948年、東京都生まれ。早稲田大学政経学部卒業。早稲田大学エクステンションセンター八丁堀校、毎日文化センター、読売・日本テレビ文化
センター、朝日カルチャーセンター、小津文化教室で古文書解読講座の講師を務める。
主な著書に『大江戸暮らし大事典』（監修、宝島社）、『江戸の長者番付』（青春出版社）などがある。

菅野 俊輔（かんの しゅんすけ）
江戸文化研究家、早稲田大学エクステンションセンター講師

文芸評論家。1958年、東京都生まれ。専修大学大学院文学研究科博士課程修了。時代小説・歴史小説に造詣が深く、『時代小説の読みどこ
ろ』で中村星湖文学賞、『捕物帳の系譜』で大衆文学研究賞を受賞。大衆文学研究会、チャンバリストクラブ代表を歴任。
主な著書に『時代小説の戦後史 柴田錬三郎から隆慶一郎まで』『捕物帳の系譜』（いずれも新潮社）などがある。

縄田 一男（なわた かずお）
文芸評論家

往復はがき　記入例

～時代小説、時代劇の中心地～ 江戸の暮らしと八丁堀に迫る（全3回）～時代小説、時代劇の中心地～ 江戸の暮らしと八丁堀に迫る（全3回）
令和5年度 文化講座

講師紹介


